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               瀬戸内海の海域環境の数値化
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○わの代わりに先の推定値6幻を用いれば凡が推定される．3年程度の繰り返し実験により，この方式
での大ざっぱな資源量推定は可能であると思われる．I
              order后の離散分布とその性質
                              平  野  勝  臣
 成功率力（O＜力＜ユ）のベルヌーイ試行で々回連続した“成功”が初めて起こるまでの試行数の分布を
。rder后の幾何分布（G。（力））という．Phi1ipPou et a1．［6］はG。（力）に従う独立な7個の確率変数の
和の分布として。rder后の負の2項分布（NBル，力））を与えた．m回のベルヌーイ試行で々回連続し
た“成功”の数凡，、王の分布を。rder々の2項分布（凡（m，力））という一n，、～N払（プ，力）のときFe11er
［3］はP（凡，，エ≧プ）＝P（τ島，、≦m）に注目してB由（m，力）の確率の正規近似及びN泓（ブ，力）の確率母関数
（pgf），平均，分散を論議したが，命題3の様な尤度の形の表現は与えていない．［6コではτ。，、一秒の
力→！，κ→○o（期→λ）の極限分布として。rder々のポァソソ分布（P。（λ））を与えた．但しσ＝1一力．
